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長寿命核分裂生成物（LLFP）の核変換に関する研究を行うため，汎用の粒子・重イオン輸送計算コードPHITS

のシミュレーションに，本プログラムで得られた実験データ及び理論計算データを取り込むためのデータ

ファイルを作成した。このファイルを利用することで本プログラムの成果を取り込んだシミュレーション

が可能になった。 
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1. 緒言 

長寿命核分裂生成物核変換に関する技術開発を行う上で，シミュレーションは必要不可欠である。特に，

最新の実験及び理論計算の結果を反映させることで，より高い精度の結果が得られることが期待できる。

そこで，本プログラムで得られた実験データ及び理論計算データを，汎用の粒子・重イオン輸送計算コー

ド PHITS[1]でのシミュレーションに反映させるためのファイルを作成した。 

 

2. 実験データ及び理論計算データのシミュレーションへの取り込み 

本プログラムで得られた Pd-107 及び Zr-93 の実験データ及び理論計算データを，PHITS のシミュレー

ションに反映させるため，Frag Data 形式及び NData 形式のファイルを作成した。これらのファイルを用い

ることで，実験値を基にしたシミュレーションが可能になった。 

また，実験データに関しては，実験上の制約から数点に

限られており，その補間が重要である。そこで，(n,2n)反応

で得られた関数形[2]を用い，50MeV 以下の領域で補間を行

った。その結果を実験データ及び JAEA グループが行った

評価データと比較した（図）。その結果，手法による違いが

大きく，実験データの重要性が再確認できた。 

 

本研究は、総合科学技術・イノベーション会議が主導す

る 革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）の一環とし

て実施したものです。 
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図：107Pd(p,xn)反応の断面積。補間データ（実

線）と実験データ及び JAEA グループによる

評価データ（破線）との比較。 
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